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ⅰ　広域交通ネットワークの確立ⅰ　広域交通ネットワークの確立
ⅱ　集客・交流機能の強化ⅱ　集客・交流機能の強化
ⅲ　災害に強い道路ネットワークの構築ⅲ　災害に強い道路ネットワークの構築
ⅳ　安心できる道路空間の形成ⅳ　安心できる道路空間の形成
ⅴ　地域の自立や活力を支える道路の整備ⅴ　地域の自立や活力を支える道路の整備
ⅵ　道路機能の有効活用ⅵ　道路機能の有効活用

 ６ つ の 施 策 の 柱 ６ つ の 施 策 の 柱

Ⅰ　ひと・まちを「つなぐ」みち

Ⅱ　暮らしを「守る」みち

Ⅲ　地域を「支える」みち

Ⅳ　今あるみちを「活かす」

４ つ の テ ー マ４ つ の テ ー マ

　本県が直面する課題に対応するため，次の４つのテーマと６つの施策の柱のもとに，道路を総合的にマネジメン
トする計画として「広島県道路整備計画2011」を策定し，推進します。　道路を取り巻く様々な課題を踏まえ，計画策定にあたり必要な視点，本県のあるべき姿を考える上での検討の方

向性は次のとおりです。

  施 策 体 系 3

1 計 画 策 定 に お け る 課 題 と 視 点 1
1 計 画 の 基 本 方 針2

計画の体系

計画期間

Ⅳ 計画の基本方針と実施計画

Ⅰ　広域的な交流・連携機能の強化Ⅰ　広域的な交流・連携機能の強化
Ⅱ　産業活動の活性化や交流・連携機能の充実Ⅱ　産業活動の活性化や交流・連携機能の充実
Ⅲ　安全で安心な暮らしの実現Ⅲ　安全で安心な暮らしの実現
Ⅳ　市町村合併後のまちづくりⅣ　市町村合併後のまちづくり
Ⅴ　既存ストックの徹底的な利活用Ⅴ　既存ストックの徹底的な利活用
Ⅵ　増大する維持管理費の平準化Ⅵ　増大する維持管理費の平準化

視　点視　点

Ⅰ　広域交通ネットワークの構築
Ⅱ　産業活動への支援
Ⅲ　安全・安心な道づくり
Ⅳ　都市部・中山間地域の課題
Ⅴ　限られた予算と既存施設の有効活用
Ⅵ　更新時代への対応

道路環境をめぐる課題 　平成23（2011）年度～平成26（2014）年度の４年間
本県の「強み」を発揮するための基幹的なインフラである井桁状の高速道路ネットワークの完成時期に合わせて設定しました。
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社会資本整備の重点化  

①広域的な交流・連携基盤の強化 
■企業活動を支える物流基盤の充実 
■グローバルゲートウェイ機能の強化 
■「ひと・まち」をつなぐ広域道路ネットワークの構築 

②集客・交流機能の強化とブランド力向上 
■県内の観光資源をつなぐネットワーク形成 
■観光インフラの充実 

③環境保全と循環型社会の構築 

④防災・減災対策の充実・強化 
■安全・安心な県土づくり 
■緊急輸送ネットワークの充実 
■耐震化促進による地震防災対策 

⑤自立した生活ができる環境の整備 
■主要施設周辺のバリアフリー化の推進 

⑥総合的な交通安全対策の推進 
■安心できる道路空間の形成（歩道） 

⑦持続可能なまちづくり 
ア 都市地域 
■渋滞を緩和する道路の改善及び市街地を一体化する鉄道
との立体交差化

■交通需要マネジメント等の推進 
イ 中山間地域 
■中心市と周辺地域の連携を支えるインフラ整備 
■市町中心地とその周辺部の連携を強化する合併後の地域
づくりを支えるインフラ整備 
■中山間地域の自立を支える交通円滑化と都市的サービス
を享受できる広域交通網等の確保 

※道路事業関係を記載 

社会資本ストックの有効活用  

社会資本の適正な維持管理  
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集客・交流機能の強化 
観光産業への支援  

広域交通ネットワークの確立 
広域的な交流・連携基盤の構築
グローバルゲートウェイ（空港・港）への
アクセス強化
物流機能の強化

 
 

 

地域の自立や活力を支える
 

道路の整備
 

都市を支える道路の整備

 

中山間地域を支える道路の整備

 

合併後のまちづくりを支える道路の整備 

 

道路機能の有効活用 
既存道路の再生改良  
戦略的な維持管理への転換  
使えるハイウェイ施策の推進  
交通需要マネジメントの導入  
道路を通じた地域振興の推進  

災害に強い 

道路ネットワークの構築 

安全な道路の整備  

 

安心できる道路空間の形成 
安心な道路の整備  

豊かな生活環境の創造  

 

ひと・まちをひと・まちを
「つなぐ」「つなぐ」

みちみち

暮らしを暮らしを
「守る」「守る」

みちみち

地域を地域を
「支える」「支える」

みちみち

今ある今ある
みちをみちを

「活かす」「活かす」

道路環境をめぐる課題 視点 整備計画の基本方針（4つのテーマと6つの施策の柱）ひろしま未来
チャレンジビジョン 社会資本未来プラン～社会資本マネジメントの3つの方針


